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次号予告
DiVA59 号は 2025 年 12 月
の発行を予定しています。
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開
催
報
告
、
寄
稿
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事
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（
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口
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生
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村
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、
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が
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を
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ま
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。
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中
、
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
、
心
よ
り
御
礼
申
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上
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ま
す
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ま
た
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々
な
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を
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に
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ア
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さ
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デ
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新
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ま
す
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が
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す
。
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た
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あ
る
た
め
早
め
に

制
作
を
開
始
し
ま
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。
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果
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ま
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め
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と
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良
か
っ
た
で
す
。
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CG-ARTS BOOKS1

CG-ARTS 検定2

7.13（日）
前
期

11.30（日）
後
期

ベーシック : ¥5,600　/　エキスパート : ¥6,700

ベーシック : ¥5,100　/　エキスパート : ¥6,200

認定教育校なら¥500 OFF

・教育機関での学習・資格取得に
・基礎にそった制作・研究のために
・新卒研修にも！

学生向けチャレンジ！

書籍のご購入方法
【 団体でのご購入 】

【 個人でのご購入 】

日興美術株式会社　TEL :03-5781-8220

全国の書店 / Amazon / ボーンデジタルオンラインストア

年間販売数

32,000冊

年間受験者数

20,000人
累計申込者数

872,000人
累計合格者数

398,000人

基礎理論から手法、アルゴリズム、各分野での応
用事例まで盛り込んだ専門書です。サンプルイ
メージを多く使った構成で、さまざまな画像処理
をわかりやすく解説しています。

CG-ARTS CONTENTS

ディジタル画像処理
定価 4,290 円 ( 本体 3,900 円 )

CG のソフトウェア開発を行うための理論や手
法を一冊に凝縮した専門書。精度の高い記述で、
画像生成の仕組みから最新研究のアルゴリズム
まで、事例を盛り込み、CG エンジニアに必要
な内容をわかり易く解説しています。

コンピュータ
グラフィックス

定価 4,290 円 ( 本体 3,900 円 )

NYAA (旧学生CGコンテスト) アニメーション実技試験

登録
無料

検定や書籍の割引制度に加え、企業との連携活動
や、コンテスト / イベント / 就活関連の情報提供
など、さまざまな特典をご用意しております。ぜひ、
認定校としてご登録いただき、CG-ARTS との連携
活動をお願いいたします。

ご担当の先生方へ

CGクリエイター検定 Webデザイナー検定 CGエンジニア検定

画像処理エンジニア検定 マルチメディア検定

実施検定

受験料

アート&ニューメディア部門

映像＆アニメーション部門

ゲーム＆インタラクション部門
2025

「CG-ARTS アニメーション実技試験」は、将来 CG アニメータを目指す学生向けの試験です。
キャラクター設定や絵コンテなど、与えられた課題から指示を正確に読み取り、CG アニメー
ションを制作する実践力を測ります。

新しい才能の登竜門「学生 CG コンテスト」は、「Next Young Artist Award（NYAA）」という
名称に生まれ変わりました。応募作品のテーマ、ジャンルは自由。3 つの部門にてあらゆる学生作品
を募集しております。入賞者には賞金や副賞が授与されます。

104-0045  東京都中央区築地 1-12-22 コンワビル 7F / TEL : 03-3535-3501 / WEB : https://www.cgarts.or.jp

作品募集期間：７月上旬～ 9月下旬 受賞作品発表：３月上旬 応募受付：11月上旬～11月下旬 制作期間：12月中旬～1月中旬 結果発表：3月上旬

★各URLから書籍の詳細情報がご覧いただけます★

メディアテクノロジーシリーズ https://www.coronasha.co.jp/mediatech/
（各巻A5判／既刊10点）

シリーズ特設サイトはこちら☞

https://www.coronasha.co.jp
東東京京都都文文京京区区千千石石44--4466--1100 TTEELL：：0033--33994411--33113311

VRやARを実現するための代表的なデバイスである
ヘッドマウントディスプレイ（HMD）について，高
校生から，社会人，研究者まで，幅広い層がHMDの
技術とその進化を理解しやすいように解説した。
HMDの概要や歴史，典型的な光学系から最新の研究
事例，さらには生活や社会の未来像まで，HMDに関
する話題を網羅的に取り上げている。

①①ヘヘッッドドママウウンントトデディィススププレレイイ
清川 清 編著
あるしおうね・伊藤勇太・鳴海拓志 共著
238頁／定価4,180円／ISBN：978-4-339-02691-7
https://www.coronasha.co.jp/np/isbn/9784339026917/

本書は，VRの中でも先端的な内容である神経刺激
インタフェースという分野を取り扱い，触覚や味
覚，前庭感覚，脳をはじめとする様々な神経系に
働きかける技術がどのように発展してきたのか，
どのようにVR・HCIの分野で活用されているのかを
解説する。

②②神神経経刺刺激激イインンタタフフェェーースス
青山一真 編著
安藤英由樹・玉城絵美・Yem Vibol・髙橋哲史・中村裕美・
前田太郎・武見充晃・雨宮智浩・河野通就・北尾太嗣 共著
176頁／定価2,970円／ISBN：978-4-02692-4
https://www.coronasha.co.jp/np/isbn/9784339026924/

ヒューマンインタフェース（HI）について初めて学ぶ
方を対象に，HIの歴史や人と情報システムに関する基
礎から始め，HIデザインの原則やデザインプロセスを
学んだ後に，今後のHIを概観する構成とした。

ヒヒュューーママンンイインンタタフフェェーースス
ヒューマンインタフェース学会 監修
藤田欣也・渋谷 雄 共著
A5判／208頁／定価3,080円
ISBN：978-4-339-02945-1
https://www.coronasha.co.jp/np/isbn/9784339029451/

文部科学省「数理・データサイエンス・AI 教育プロ
グラム認定制度 (MDASH)リテラシーレベル」を満たす
構成。人間中心の社会を持続的に発展させるための技
術革新と課題までを幅広く展望する。

人人間間中中心心のの
AAII社社会会ととデデーータタササイイエエンンスス

－－MMDDAASSHHリリテテララシシーーレレベベルル準準拠拠－－

鈴木陽一・神村伸一 監修
A5判／200頁／定価2,750円
ISBN：978-4-339-02949-9
https://www.coronasha.co.jp/np/isbn/9784339029499/

マルチメディア（文字，音声，音楽，画像，映像など
の情報）を伝達・記録するシステムの重要な要素技術
群の基礎を広くしっかりと習得できるよう意図し，ア
ナログ技術からディジタル技術，インタフェースにつ
いて記述した。

ママルルチチメメデディィアアシシスステテムム概概論論
－－基基礎礎技技術術かからら実実用用シシスステテムム，，VVRR・・XXRR  ままでで－－

大賀寿郎・鈴木陽一 共著
A5判／216頁／定価3,080円
ISBN：978-4-339-02947-5
https://www.coronasha.co.jp/np/isbn/9784339029475/

音のデザインは，視覚デザインに比べ，これまで
裏方的な存在であった。本書では異なる分野で音
を形作るサウンドデザインに携わる研究者らが，
多面的かつ独自の専門性と視点に立ち，テクノロ
ジーとしてのサウンドデザインを解説する。

⑧⑧ササウウンンドドデデザザイインン
松村誠一郎 編著
金箱淳一・城 一裕・浜野峻行・古川 聖・
丸井淳史・伊藤彰教 共著
264頁／定価4,400円／2024年11月発行
ISBN：978-4-339-01378-8
https://www.coronasha.co.jp/np/isbn/9784339013788/

人間は音を聞き分け，大事な音だけを理解する能
力を持つ。技術の進歩に伴い，この能力をコン
ピュータで実現することが可能になりつつある。
本書は音声に関わる多様な分野の研究者に向け，
音声技術活用のノウハウを解説する。

⑨⑨音音源源分分離離・・音音声声認認識識
大淵康成 編 武田 龍・高島遼一 共著
238頁／定価4,180円／2024年11月発行
ISBN：978-4-339-01379-5
https://www.coronasha.co.jp/np/isbn/9784339013795/

メディアテクノロジーの発展において画像入出力
デバイスとコンピュータビジョン技術は欠くこと
ができない。本書では係る教科書において，これ
まで省略されることの多かった画像センサと人の
一般生活環境への応用を詳述する。

⑦⑦ココンンピピュューータタビビジジョョンン
－－デデババイイスス・・アアルルゴゴリリズズムムととそそのの応応用用－－
日浦慎作 編
香川景一郎・小池崇文・久保尋之・
延原章平・玉木 徹・皆川卓也 共著
264頁／定価4,400円／2024年10月発行
ISBN：978-4-339-01377-1
https://www.coronasha.co.jp/np/isbn/9784339013771/

バーチャルリアリティ学ライブラリ https://www.coronasha.co.jp/virtual_reality/
（日本バーチャルリアリティ学会 編／各巻A5判／既刊2点）
シリーズ特設サイトはこちら☞

MATLAB初心者が実際に手を動かして覚えることを念頭
に，基本技術について丁寧に解説。「音」に関する楽
しい題材を多数掲載。改訂版ではappdesigner環境を
用いたGUIアプリケーション作成を掲載。

MMAATTLLAABBででははじじめめるる
ププロロググララミミンンググ教教室室（（改改訂訂版版））

奥野貴俊・中島弘史 共著
B5判／168頁／定価2,970円
ISBN：978-4-339-02950-5
https://www.coronasha.co.jp/np/isbn/9784339029505/

AIの登場以前から用いられてきた音楽制作の技法
にはじまり，プログラミングで音楽や音響を作り
出す手法，作曲や音列の生成を数理の面から捉え
る分野，音を軸としたメディアアートなど，第一
線で活躍の執筆陣が幅広く解説する。

⑩⑩音音楽楽制制作作
－－ププロロググララミミンンググ・・数数理理・・アアーートト－－
松村誠一郎 編著
今井慎太郎・森本洋太・田所 淳・
田中 翼・後藤 英 共著
288頁／定価4,840円／2025年4月発行
ISBN：978-4-339-01380-1
https://www.coronasha.co.jp/np/isbn/9784339013801/

https://www.cgarts.or.jp/
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VRやARを実現するための代表的なデバイスである
ヘッドマウントディスプレイ（HMD）について，高
校生から，社会人，研究者まで，幅広い層がHMDの
技術とその進化を理解しやすいように解説した。
HMDの概要や歴史，典型的な光学系から最新の研究
事例，さらには生活や社会の未来像まで，HMDに関
する話題を網羅的に取り上げている。

①①ヘヘッッドドママウウンントトデディィススププレレイイ
清川 清 編著
あるしおうね・伊藤勇太・鳴海拓志 共著
238頁／定価4,180円／ISBN：978-4-339-02691-7
https://www.coronasha.co.jp/np/isbn/9784339026917/

本書は，VRの中でも先端的な内容である神経刺激
インタフェースという分野を取り扱い，触覚や味
覚，前庭感覚，脳をはじめとする様々な神経系に
働きかける技術がどのように発展してきたのか，
どのようにVR・HCIの分野で活用されているのかを
解説する。

②②神神経経刺刺激激イインンタタフフェェーースス
青山一真 編著
安藤英由樹・玉城絵美・Yem Vibol・髙橋哲史・中村裕美・
前田太郎・武見充晃・雨宮智浩・河野通就・北尾太嗣 共著
176頁／定価2,970円／ISBN：978-4-02692-4
https://www.coronasha.co.jp/np/isbn/9784339026924/

ヒューマンインタフェース（HI）について初めて学ぶ
方を対象に，HIの歴史や人と情報システムに関する基
礎から始め，HIデザインの原則やデザインプロセスを
学んだ後に，今後のHIを概観する構成とした。

ヒヒュューーママンンイインンタタフフェェーースス
ヒューマンインタフェース学会 監修
藤田欣也・渋谷 雄 共著
A5判／208頁／定価3,080円
ISBN：978-4-339-02945-1
https://www.coronasha.co.jp/np/isbn/9784339029451/

文部科学省「数理・データサイエンス・AI 教育プロ
グラム認定制度 (MDASH)リテラシーレベル」を満たす
構成。人間中心の社会を持続的に発展させるための技
術革新と課題までを幅広く展望する。

人人間間中中心心のの
AAII社社会会ととデデーータタササイイエエンンスス

－－MMDDAASSHHリリテテララシシーーレレベベルル準準拠拠－－

鈴木陽一・神村伸一 監修
A5判／200頁／定価2,750円
ISBN：978-4-339-02949-9
https://www.coronasha.co.jp/np/isbn/9784339029499/

マルチメディア（文字，音声，音楽，画像，映像など
の情報）を伝達・記録するシステムの重要な要素技術
群の基礎を広くしっかりと習得できるよう意図し，ア
ナログ技術からディジタル技術，インタフェースにつ
いて記述した。

ママルルチチメメデディィアアシシスステテムム概概論論
－－基基礎礎技技術術かからら実実用用シシスステテムム，，VVRR・・XXRR  ままでで－－

大賀寿郎・鈴木陽一 共著
A5判／216頁／定価3,080円
ISBN：978-4-339-02947-5
https://www.coronasha.co.jp/np/isbn/9784339029475/

音のデザインは，視覚デザインに比べ，これまで
裏方的な存在であった。本書では異なる分野で音
を形作るサウンドデザインに携わる研究者らが，
多面的かつ独自の専門性と視点に立ち，テクノロ
ジーとしてのサウンドデザインを解説する。

⑧⑧ササウウンンドドデデザザイインン
松村誠一郎 編著
金箱淳一・城 一裕・浜野峻行・古川 聖・
丸井淳史・伊藤彰教 共著
264頁／定価4,400円／2024年11月発行
ISBN：978-4-339-01378-8
https://www.coronasha.co.jp/np/isbn/9784339013788/

人間は音を聞き分け，大事な音だけを理解する能
力を持つ。技術の進歩に伴い，この能力をコン
ピュータで実現することが可能になりつつある。
本書は音声に関わる多様な分野の研究者に向け，
音声技術活用のノウハウを解説する。

⑨⑨音音源源分分離離・・音音声声認認識識
大淵康成 編 武田 龍・高島遼一 共著
238頁／定価4,180円／2024年11月発行
ISBN：978-4-339-01379-5
https://www.coronasha.co.jp/np/isbn/9784339013795/

メディアテクノロジーの発展において画像入出力
デバイスとコンピュータビジョン技術は欠くこと
ができない。本書では係る教科書において，これ
まで省略されることの多かった画像センサと人の
一般生活環境への応用を詳述する。

⑦⑦ココンンピピュューータタビビジジョョンン
－－デデババイイスス・・アアルルゴゴリリズズムムととそそのの応応用用－－
日浦慎作 編
香川景一郎・小池崇文・久保尋之・
延原章平・玉木 徹・皆川卓也 共著
264頁／定価4,400円／2024年10月発行
ISBN：978-4-339-01377-1
https://www.coronasha.co.jp/np/isbn/9784339013771/

バーチャルリアリティ学ライブラリ https://www.coronasha.co.jp/virtual_reality/
（日本バーチャルリアリティ学会 編／各巻A5判／既刊2点）

シリーズ特設サイトはこちら☞

MATLAB初心者が実際に手を動かして覚えることを念頭
に，基本技術について丁寧に解説。「音」に関する楽
しい題材を多数掲載。改訂版ではappdesigner環境を
用いたGUIアプリケーション作成を掲載。

MMAATTLLAABBででははじじめめるる
ププロロググララミミンンググ教教室室（（改改訂訂版版））

奥野貴俊・中島弘史 共著
B5判／168頁／定価2,970円
ISBN：978-4-339-02950-5
https://www.coronasha.co.jp/np/isbn/9784339029505/

AIの登場以前から用いられてきた音楽制作の技法
にはじまり，プログラミングで音楽や音響を作り
出す手法，作曲や音列の生成を数理の面から捉え
る分野，音を軸としたメディアアートなど，第一
線で活躍の執筆陣が幅広く解説する。

⑩⑩音音楽楽制制作作
－－ププロロググララミミンンググ・・数数理理・・アアーートト－－
松村誠一郎 編著
今井慎太郎・森本洋太・田所 淳・
田中 翼・後藤 英 共著
288頁／定価4,840円／2025年4月発行
ISBN：978-4-339-01380-1
https://www.coronasha.co.jp/np/isbn/9784339013801/






